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曲管部・Ｔ字管部の固定長がより短い

※曲管部の固定長は、複数の曲管が直結あるいは近接して
いる場合でも、個々の曲管の曲がり角度で判断していくことを
基本とする。すなわち、固定長を確保しようとする直管につな
がる曲管の曲がり角度で判断すればよい。このときは、Ｓベン
ド部、伏越部、切り回し部、ひねり配管部といった配管形態を
考慮する必要はない。例外として曲管が同一面内で同じ方向
に接合し曲がり角度が大きくなる方向に直結された場合は、
それらの曲がり角度を合計した複合曲管部として扱う。さら
に、曲管間に挟まる管が1ｍ以上であるときは、単独曲管、1
ｍ未満のときは複合曲管部として扱う。

※Ｔ字管の固定長は、枝管の呼び径で判断し、枝管に別表の
固定長を確保する。本管側は、呼び径によらずＴ字管の両側
にそれぞれ１ｍを固定する。
但しＴ字管の本管（主管）側に異形管が接続されている時は、
接続されている異形管の端から１ｍを固定する。また、Ｔ字管
に接続されている異形管の固定長についても接続されている
Ｔ字管の端から異形管の固定長を固定する。

φ７５からφ４５０の範囲

曲管部・Ｔ字管部以外の固定長

継手形式

適用口径

従来との固定長の違い
と、その基本的な考え
方

従来と同じ固定長

固定長の重なり

適用範囲外の管路

【留意点】

1.3MPａ以下（静水圧+衝撃圧）

φ75～φ300　ｈ＝0.6ｍ以上
φ350～φ450　ｈ＝1.20ｍ以上

各々の異形管等の固定長を包含するよう確保する。
固定長が重なっても固定長の加算は、基本的にしない。

①φ４５０以下で設計水圧が1.3MPａを越えるとき

②φ５００以上（φ５００以上は従来通り）

呼び径

ポリエチレンｽﾘｰﾌﾞの有無に関わらず

（５）

埋め戻し条件

その他

④他工事等で水道管が掘削内及び影響範囲内に入り直管の
継手が離脱する可能性のある管路

③Ｋ形管路で切り廻し等でＮＳ形を使用する時

【適用管路の条件】

砂質土による一般的な埋め戻しとＮ値５程度以上の締め固め
による

φ75-450

NS形

設計水圧

土被り
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（３）既設管Ｋ形管路と接続する場合には、既設管の離脱防護措置を行った上で、NS形の固定延長を
適用すること。但し、これが困難な時は、NS形管路側で管末の固定長を確保すること。

（２）配水管の布設工程により、一時的に管末状態で通水する場合、管末の固定長を確保すること。

【配管上の注意事項】

（１）他工事により管が露出もしくは、露出に近い状態となる場合は、地盤反力・摩擦力に相当する防護
措置を行うこと。
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（１）曲管部

単位：ｍ

（注）

（１）４５°を超え９０°以下の曲管部は、４５°曲管と５°5/8曲管を接合して５０°5/8とした場
合のような複合曲管を含む。

（２）２２°1/2を超え４５°以下の曲管部は、２２° 1/2曲管と １１°1/4曲管を接合して３３°
3/4とした場合のような複合曲管を含む。

（３）２２°1/2以下の曲管部は、１１°1/4曲管と ５°5/8曲管を接合して１６°7/8とした場合の
ような複合曲管を含む。

（４）１１２°1/2を超え角度については、管末（帽）の一体化長さを適用する。

（５）９０°を超え１１２° 1/2以下の角度については、４５°を超え９０°以下の曲管の一体化長
さを適用する。

単独曲管部

固定長

固定長

固定長

単独曲管の組合せ

固定長

複合（合成角）曲管部

固定長

固定長
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単独曲管

２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長

４５°
２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長

単独曲管の組合せ

４５°

２２．５°

２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長

２２°1/2以下曲管
の固定長

２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長

９０°

４５°

４５°を越え９０°
以下曲管の固定長

９０°

４５°を超え９０°
以下曲管の固定長

４５°を超え９０°
以下曲管の固定長

２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長

４５°

２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長

４５°

４５°を越え９０°
以下曲管の固定長

９０°
４５°

４５°を越え９０°
以下曲管の固定長

※φ７５～φ３００に適用する ※φ３５０～φ４５０に適用する
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単独曲管の組合せ

２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長

自由(ﾌﾘｰ)継手がなく曲管間が全て固定された伏せ越し（上越し・下越し・水平）

４５°

４５° ４５°

４５°

２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長

２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長

４５°

４５° ４５°

４５°

Ｓﾍﾞﾝﾄﾞ間に自由(ﾌﾘｰ)継手が有りＳﾍﾞﾝﾄﾞ間が固定されていない伏せ越し（上越し・下越し・水平）

２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長

自由(ﾌﾘｰ)継手

Ｓﾍﾞﾝﾄﾞ Ｓﾍﾞﾝﾄﾞ間 Ｓﾍﾞﾝﾄﾞ

９

９０°

４５°を越え９０°
以下曲管の固定長

※ひねり配管にも適用する

４５°を越え９０°
以下曲管の固定長

２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長

２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長
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４５°曲管と２２．５°曲管を同じ方向に接合した曲管は、６７．５°の複合曲管として扱い４５°を超え９０°
以下の曲管部の固定長を確保する。

１１．２５°曲管と２２．５°曲管を同じ方向に接合した曲管は、３３．７５°の複合曲管として扱い２２°1/2を
超え４５°以下の曲管部の固定長を確保する。

複合（合成角）曲管

２２．５°

４５°

合成角６７．５°（４５°を超え
９０°以下の固定長）

４５°を超え９０°
以下曲管の固定長

４５°を超え９０°
以下曲管の固定長

曲管間に挟まる管が1ｍ未満のときは
複合曲管部として扱う。
左図の場合曲管間に挟まる管が１ｍ
未満であるので、６７．５°の複合曲管
として扱い４５°を超え９０°以下の曲
管部の固定長を確保する。

１ｍ未満

合成角６７．５°

４５°

２２．５°

４５°を超え９０°
以下曲管の固定長

４５°を超え９０°
以下曲管の固定長

２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長

２２．５°

合成角３３．７５°（２２°
1/2を超え４５°以下曲
管の固定長）

１１．２５°

２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長

９０°

管末（帽）の固定長

４５°
管末（帽）の固定長

合成角１３５°（管末（帽）の固定長）

左図の場合、合成角１３５°となり、１１２°1/2を
超えているので、管末（帽）の固定長を確保する。
（９０°を越えた合成角の場合、１１２°1/2以下な
らば、４５°を超え９０°以下の固定長を確保すれ
ばよい。
１１２°1/2を超える場合は管末（帽）の固定長を確
保すればよい。）
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２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長（Ａ）

曲管間に挟まる管が1ｍ以上であり又曲管間が全て固定され自由(ﾌﾘｰ)継手がない場合、各々単独曲管
として扱い、曲管端Ａ・Ｂに固定長を確保する。
上図の場合曲管間に挟まる管が１ｍ以上であり又曲管間が全て固定され自由(ﾌﾘｰ)継手がないので、そ
れぞれ単独曲管として扱い曲管端Ａは２２°1/2を超え４５°以下曲管の固定長、曲管端Ｂは２２°1/2以
下曲管の固定長を確保する。

単独曲管の組合せ

４５°

２２．５°

１ｍ以上

２２°1/2
以下曲管の固定長（Ｂ）

曲管間に挟まる管が1ｍ以上の時は、それぞれ単独曲
管部として扱い、各々の曲管の固定長を確保する。

自由(ﾌﾘｰ)継手がなく曲管
間が全て固定

曲管間に挟まる管が1ｍ以上であり又、曲管間に自由(ﾌﾘｰ)継手がある場合、各々単独曲管として扱い、
曲管端Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄに固定長を確保する。
上図の場合曲管間に挟まる管が１ｍ以上であり又、曲管間に自由(ﾌﾘｰ)継手がある場合、それぞれ単独
曲管として扱い各々曲管端Ａ・Ｂは２２°1/2を超え４５°以下曲管の固定長、各々曲管端Ｃ・Ｄに２２°
1/2以下曲管の固定長を確保する。

２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長（Ｂ）

４５°

２２．５°

１ｍ以上２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長（Ａ）

２２°1/2
以下曲管の固定長（Ｄ）

曲管間に挟まる管が1ｍ以上の時は、それぞ
れ単独曲管部として扱い、各々の曲管の固
定長を確保する。

２２°1/2
以下曲管の固定長（Ｃ）

自由(ﾌﾘｰ)継手
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単独・複合曲管の組合せ

※４５°を超え９０°
以下曲管の固定長

２２．５°

４５°

１ｍ未満
自由(ﾌﾘｰ)継手が
なく曲管間が全て
固定

合成角６７．５°

※４５°を超え９０°
以下曲管の固定長

４５°

４５°

※φ３５０～φ４５０

※２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長

２２．５°

４５°

１ｍ未満
自由(ﾌﾘｰ)継手が
なく曲管間が全て
固定

合成角６７．５°

※２２°1/2を超え４５°
以下曲管の固定長

４５°

４５°

※φ７５～φ３００
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曲管部の固定長は、複数の曲管が直結あるいは近接している場合でも、個々の曲管の曲がり角度で判断し
ていくことを基本とする。すなわち、固定長を確保しようとする直管につながる曲管の曲がり角度で判断すれ
ばよい。このときは、Ｓベンド部、伏越部、切り回し部、ひねり配管部といった配管形態を考慮する必要はな
い。
例外として、曲管が同一面内で同じ方向に接合し曲がり角度が大きくなる方向に直結された場合は、それら
の曲がり角度を合計した複合曲管部として扱う。さらに、曲管間に挟まる管が1ｍ以上であるときは、単独曲
管、1ｍ未満のときは複合曲管部として扱う。

合成角９０°

１１．２５°

合成角９０°（４５°を超え９０°以下以下の曲管）

※４５°を超え９０°
以下曲管の固定長

４５°

４５°

４５°

４５°を超え９０°以下曲管の固定長

４５°

※φ３５０～φ４５０

合成角９０°

１１．２５°

合成角９０°（４５°を超え９０°以下以下の曲管）

※２２°1/2
以下曲管の固定長

４５°

４５°
４５°

４５°を超え９０°以下曲管の固定長

４５°

※φ７５～φ３００
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管路末端付近の曲管

４５°

管末（帽）の長さ
を固定する

不平均力

曲管の固定長の２倍以上固定できない時

４５°

２２°1/2を超え
４５°以下曲管
の固定長曲管の固定長の２倍以上

固定できる時

２２°1/2を超え
４５°以下曲管
の固定長

管末（帽）の長さを固定する

各々の異形管等の固定長を包含するよう確保する。
固定長が重なっても固定長の加算はしない。
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（２）Ｔ字管部

枝管の呼び径で判断し、枝管に下記表の固定長を確保する。本管側は、呼び径
によらずＴ字管の両側にそれぞれ１ｍを固定する。
但しＴ字管の本管（主管）側に異形管が接続されている時は、接続されている異
形管の端から１ｍを固定する。また、Ｔ字管に接続されている異形管の固定長に
ついても接続されているＴ字管の端から異形管の固定長を固定する。

枝管の固定長

Ｔ字管本管（主管）側固定長
1.0ｍ

Ｔ字管本管（主管）側固定長
1.0ｍ
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枝管の固定長

Ｔ字管本管（主管）側固定長
1.0ｍがとれる

本管（主管）の固定延長が１ｍ以上の時

Ｔ字管本管（主管）側固定長
1.0ｍがとれる

管末（帽）の長さを固定する

Ｔ字管本管（主管）側固定長1.0
ｍがとれない

本管（主管）の固定延長が１ｍ未満の時

管末（帽）の固定長
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複合異形管部（Ｔ字管+仕切弁）

Ｔ字管の本管（主管）側に異形管が接続されている時は、接続されている異形
管の端から１ｍを固定する。また、Ｔ字管に接続されている異形管の固定長に
ついても接続されているＴ字管の端から異形管の固定長を固定する。

枝管の
固定長

仕切弁の固定長Ｂ
（Ａの固定長が取れない
のでＢ側で全て仕切弁の
固定長をとる）

仕切弁の固定長/2（A)

仕切弁の固定長/2

仕切弁の固定長（異形管にＴ字管が接続
されているので、接続されているＴ字管の
端から仕切弁の固定長を固定する）

Ｔ字管の本管（主管）側に異
形管が接続されているので、
接続されている異形管の端
から１ｍを固定する

仕切弁の固定長/2

Ｔ字管本管（主管）側固定長
1.0ｍ

Ｔ字管本管（主管）側固定長
1.0ｍ

重なる固定長
の中で最長の
固定長まで固
定する

重なる（異形管を含めた）固定長の中で最長の固定長まで固定する

B

A

13



複合異形管部（Ｔ字管+片落管）

Ｔ字管の本管（主管）側に片落管が接続されている時は、接続されている片落
管の端から１ｍを固定する。また、Ｔ字管に接続されている片落管の固定長に
ついても接続されているＴ字管の端から異形管の固定長を固定する。

枝管の固定長

片落管固定長

Ｔ字管本管（主管）側固定長
1.0ｍ

Ｔ字管本管（主管）側固定長
1.0ｍ

重なる（異形管を含めた）固定長の中で最長の固定長まで固定する

片落管の小口径側に相当
する枝管の固定長
（例）φ75

Ｔ字管本管（主管）側固定長
1.0ｍ

Ｔ字管本管（主管）側固定長
1.0ｍ

（例）枝管径φ75

（例）φ100*75

（例）本管径φ100

p(A100-a75)

pA100
pa75

pA100

片落管の不平均力＝水圧*管の断面積差

A ap Aa

相殺
T字管部の不平均力の一部が片落
管で相殺されるため、枝管呼び径の
T字管枝管の固定長を確保する

残存不平均力
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（３）管末部および仕切弁部

仕切弁部（両端で必要固定長/2が各々確保できない時）

仕切弁の固定長

固定長

管末部 仕切弁

固定長/2 固定長/2

固定長（両端で必要固定長の
1/2が各々確保できない時）

固定長（両端で必要固定長の
1/2が各々確保できない時）

仕切弁の場合固定長は、受口又は挿し口の端から必要固定長の1/2を各々両
端に確保する。
＊但し両端で必要固定長の1/2が各々確保できない時は、一方で必要固定長
を確保する。

管路の行き止る方向に

必要固定長/2が
確保できない

仕切弁（管末部）の固定長

既設管K形
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（４）片落管部

固定長

固定長

片落管の不平均力＝水圧*管の断面積差

A ap Aa
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（５）可トウ部

ＮＳ形管路を固定し、可トウ管に隣接する異形管等をコンク
リート防護する。
※防護の寸法については共通仕様又は企業庁のコンクリート
防護の寸法とする。

可トウ管

コンクリート防護

管末（帽）の固定長

ＳＰ

可トウ管
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（６）複合異形管部（固定長の重なり）

複合異形管部（固定長の重なり）

枝管の固定長

固定長1.0ｍ 固定長1.0ｍ

重なる（異形管を含めた）固定長の中で最長の固定長まで固定する（固定長の加算はしない）

重なる固定長の中
で最長の固定長ま
で固定する（固定長
の加算はしない）

必要固定長を包含するよう固定する（固定長の加算はしない）時
にその延長が管末の固定長の２倍を越えた場合は、それ以上固
定しない。

仕切弁固定長

仕切弁固定長/2仕切弁固定長/2
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（７）ＮＳ形継輪の使用について

せめ（結び）配管・既設管接続に使用する。
既設NS形管路との接続についてはNS形継ぎ輪を使用する。
固定長内において、ＮＳ形継輪は使用しない。
但し止む得ず使用しなければいけない時には、ＮＳ形継輪の押輪をＮＳ形用割特押輪に
交換し使用する。

固定長内において、ＮＳ形継輪は使用しない。但し既設管接続等で止む得ず使用しなければいけない
時には、ＮＳ形継輪の押輪をＮＳ形用割特押輪に交換し使用する。

既設NS形管路

既設NS形管路

固定長固定長外

既設管接続等で止む得ず使用しなければいけない時

固定長

固定長外
既設NS形管路

新設NS形管路
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（８）ＶＷＰ管路との接続について

仕切弁の固定長/2がＶ
ＷＰ側で取れないのでＴ
字管側で全て固定長をと
る。
但しT字管側より最長管
末（帽）の固定長までとす
る。

直管の定尺長 直管の定尺長

（注）
A-B間が管末（帽）の固定長未満の時は、T字管の本管両側
に直管の定尺長分の固定長を確保する。
A-B間が管末（帽）の固定長以上の時は、T字管の本管両側
に１ｍの固定長を確保する。

仕切弁の固
定長/2がＶＷ
Ｐ側で取れな
いのでＴ字管
側で全て仕切
弁の固定長を
とる。

枝管の固定長

（注）

A

B

（注）

20



（９）既設管接続

既設管Ｋ形管路と接続する場合には、既設管の離脱防護措置（K形クサビの拘束延長等）を
行い且つ既設管側に必要な固定長（固定長の２倍）をNS形管路で確保した上で、NS形の固
定延長を確保すること。
但し、これが困難な時は、新NS形管路側で管末の固定長を確保すること。

既設管接続

既設管管種 K形管路NS形管路

既設管をK形クサビの拘束
延長分拘束又コンクリート防
護等で離脱防護措置をする
ことが可能

YESNO

①既設管をK形クサビの拘束延長分拘束又コンク
リート防護等で離脱防護措置をする
②既設管側に必要なNS形の固定長（固定長の２
倍）をNS形管路で確保する
③NS形管路側にNS形の固定延長を確保する

新NS形管路側で管末の固定長を確保する

既設管のNS形管路が既に
新たに作用する不平均力作
用箇所まで固定されている

YESNO

新NS形管路側で管末の固定長を確保する NS形管路側にNS形の固定延長を確保する

既設管の離脱防護措置
（コンクリート防護等）
が可能

NO YES

既設管Ｋ形

管末（帽）の
固定長

４５°（例）

離脱防護措置

ができない

既設管Ｋ形

NS形の固定
延長
（例）２２°1/2
を超え４５°
　以下曲管の
　固定長

４５°（例）

離脱防護措置

K形クサビの拘束延長

NS形の固定延長の2倍固定
（例）２２°1/2を超え
４５°以下曲管の固定長×２

①

②

③

既設管NS形

NS形の固定延長
（例）２２°1/2
を超え４５°以下
曲管の固定長

４５°（例）

既にNS形の固定長
分固定されている

NS形の固定延長
（例）２２°1/2
を超え４５°以下
曲管の固定長

既設管NS形

管末（帽）
の固定長

４５°（例）

既設管のNS形管路が既に新たに作用する不平
均力作用箇所まで固定されていない。また、離
脱防護措置（コンクリート防護等）ができない
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既設管Ｋ形
管末（帽）の固定長

既設管の離脱防護措置ができない時

４５°
（例）

離脱防護措置が
できない

必要固定長/2が
確保できない 仕切弁（管末部）の固定長

既設管K形

離脱防護措置が
できない

既設管の離脱防護措置を行い且つ既設管側に必要な固定長（固定長の2倍）をNS形管路で確保した時

K形などの既設管路と新設のNS形管路との接続部においては、①既設K形管路をK形クサビの
拘束延長分離脱防護措置を行い且つ、②曲管の既設側に固定長の2倍の長さをNS形管路で確
保し、③NS形管路側にNS形の固定延長を確保する。

既設管Ｋ形

NS形の固定延長
（例）２２°1/2を超え４５°以下
曲管の固定長

４５°
（例）

離脱防護措置
K形クサビの拘束延長

NS形の固定延長の2倍固定
（例）２２°1/2を超え４５°以下
曲管の固定長×２

①

②

③

既設管の離脱防護措置（K形クサビの拘束延長等）が困難な時は、新NS形管路側で管末
の固定長を確保すること。
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K型既設管

本管（主管）の固定延長が直管の定尺長以上の時

直管の定尺長

枝管の固定長

直管の定尺長

K型などの既設管路と新設のNS形管路との接続部においては、T字管の本管両側が直管
の定尺長以上で且つ固定されていれば、枝側に枝管の固定長を確保すればよい

本管（主管）の固定延長が直管の定尺長未満の時

直管の定尺長

管端部（栓）の長さを固定する

直管の定尺長

K形既設管

K形などの既設K形管路と新設のNS形管路との接続部においては、T字管の本管両側が直管の
定尺長未満で且つ固定できない場合、枝側に管端部（栓）の長さを固定する
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